
１ 総合戦略の位置づけ

    を考慮し、市の総合戦略を時点修正する。

    との連携強化を図る。
  ④第２次朝倉市総合計画と整合を図る。

２ 総合戦略の対象期間
   ２０２０（令和２）年度から２０２４（令和６）年度までの５か年

３ 人口ビジョンの見直しについて

 本市人口ビジョン推計値５３，５３９人を１，０９５人下回っていた。

 ジョンの将来推計の見直しも行う必要がある。

（単位：人）

（出典）内閣官房まち・ひと・しごと創生本部提供資料を基に作成

れた社会保障人口問題研究所（社人研）将来推計を基として、２０１４（平成２７）年１０

第２期朝倉市総合戦略の策定について

  ①総合戦略は、「まち・ひと・しごと創生法」第１０条に基づき策定するものである。
②国が令和元年１２月に策定を予定している「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」

③福岡県地方創生総合戦略を考慮するとともに、実施段階においても福岡県や近隣市町村

２０１０（平成２２）年に実施された国勢調査の結果及び２０１２（平成２４）年に示さ

月に朝倉市人口ビジョンを作成したが、２０１４（平成２７）年の国勢調査の結果は、市の
人口５２，４４４人であり、その時点で既に社人研推計値５３，４９２人を１，０４８人、

また、最新の社人研推計値においても本市人口ビジョン推計値と乖離があるため、人口ビ
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■朝倉市人口ビジョンの将来推計と実際の人口の比較■

社人研推計準拠

ケース１ 出生率2025-1.86 2035-2.07+人口移動2040均衡

ケース２ 出生率2030-1.86 2040-2.07+人口移動2040均衡

ケース３ 出生率2040-1.86 +人口移動2040均衡

社人研推計準拠(令和元年6月版)

朝倉市の総人口（国勢調査結果）

実績値
2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

53,492 50,718 47,812 44,833 41,823 38,748 35,659 32,729 29,978 27,359

ケース１  出生率2025-1.86　2035-2.07 53,539 50,927 48,618 46,510 44,608 42,765 40,919 39,286 37,893 36,694

ケース２  出生率2030-1.86　2040-2.07 53,539 50,845 48,384 46,170 44,155 42,279 40,386 38,692 37,235 35,966

ケース３  出生率2040-1.86 53,539 50,779 48,197 45,812 43,607 41,508 39,378 37,433 35,704 34,135

53,492 48,659 44,888 41,150 37,411 33,658 30,016 26,661 23,584 20,716

52,444 － － － － － － － － －

推　　計　　値

社人研推計準拠
出生率2024-1.33　長期的に1.35へ収束　純移動率0.5倍-2020

56,353

+人口移動
　2040均衡

社人研推計準拠(令和元年6月版)

朝倉市の総人口（国勢調査結果）
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４ 第２期総合戦略策定に向けた基本的な考え方

 え、時点修正を行うものとする。

５ 今後のスケジュール

第１期総合戦略の検証を踏まえるとともに、社会情勢の変化などによる新たな視点を踏ま
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